
同志社創立の半年後、熊本洋学校が閉鎖されました。同校でキリ

スト教に共鳴した生徒たちは大挙して同志社に移ってきました。世

に言う随E本バンド」です。俊才揃いの彼らは卒業後、牧師、学者、

教育者、同志社総長などとして有力な働きを残しました。今回、彼

らのうちジャーナリストとして華々しく活躍した徳富厭峰を中心に、
関連資料を展示します。

囲回同岡

「徳富蘇峰と熊本バンド」展

第26回Neesima Room企画展

<期問> 2004年] 0月1日(金)~2005年2月28日(月)

<時問> 9.30 1700 (土曜日は】 6.00まで、日曜日は10'00から)
<会場> Neesime Room 「奉教趣意書」<1876年>と

徳富餅峠(1舶7年>
(同志社大学今出川キャンバス・ハリス理化学館部鋤

<閉室日>祝日、 2004年11月29日、 12月25日~2005年1月6日

<入場料>無料(事前申し込み不要)

<お問い合わせ先>同志社社史資料室 Tel.075-251・3042 E・mail:ji・shesi@mail.doshisha.ec.jp

『同志社時報』は118号から購読料が無料に
幅広く多くの力々に焼んでいただくために、木号から、城続料が無料(送料のみ必要)にな

りました定川1剛,北ですでにお支払いいただいた1応胱料は、送料に充当させてぃただきます

同志社時報』ご愛読について

.定期送付のお申し込みを受け付けてぃます

新説・継織の定1切送付のお111し込みを受け付けています巻末はがき、またはおⅢ,舌、 FAX、
e・mai1で広報課までお知らせください

10jj、 3j・」の年21・1発h 送料 a 1Ⅲにつき切丁2001'D のみこ負扣ください"寺轍兆送"寺に

めて切丁送付のお願いをさせていたたきます

.バックナンバーのお申し込みも受け付けてぃます
広轍,米までをポはがき、またはお遊,舌、 FAX、 e・mai1でお知らせくたさいイi:庫の有無につぃ
こ述絡いたします

ご意見・ご感想をお聞かせください
ご意見・ご感想・お問い合わせ・お申し込みは

十〒様から親しまれる 1'.1'ι、;1.11ン怖にする九めに、
同志社大学広報課同志社時報係こ慈兄・こ感想・企川案をお寄せくたさいを人

〒602 8580 示都市上京恢今出川通烏丸東入はかきをこ利川いたたいてもま,,,榊てす

こ慈Jι・こ感想は、..ι、1Ⅷに掲械させてぃただく場 電話 075 (251) 3120 FAX 075 (251) 3080
介がこざいます仔U祓させていただいた場介、,ι

e・meil: ji・koho@meil.doshisha.ac.jp
念品をお送りします)
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